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六
号

四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

第
九
選
挙
第
五
号
北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

第

八

選

挙

第

四

号

二
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

第

七

選

挙

第

三

号

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

第

1 -

ノ‘

発
議
第

四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第

五

選

挙

第

二
号
,．
 二
号

四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

第

四

選

挙

第

一
号

四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

第

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

第

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

第

議
席
の
指
定
に
つ
い
て

昭
和
五
十
八
年
五
月
十
二
日
（
木
）

0
議

事

日

程

午
前
十
時
開
会

” 
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0
出
席
議
員
（
四
十
三
名
）

一
、
日
程
追
加
会
期
の
延
長
に
つ
い
て

一
、
日
程
追
加
議
席
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

一
、
議
事
日
程
第
一
な
い
し
第
一

橋 野 野 永 中 豊 谷 田 高 佐 坂 後、 後

本 呂 崎 田 村 田 ロ 中 木 野 ロ 藤

増 平 正 信 忠 廣 基 光 正 長

蔵 和 洋 巳 夫 正 睦 介 勲 信 次
I -

ノ‘

藤

寛

次

小

林

博

次

小

林

清

隆

粉

JI I 

茂

訓

覇`

也

男

久

保

博

正

喜

多

野

等

JI I 

口

洋

金

森

正

大

谷

茂

生

大

島

武

雄

小

JI I 

四

郎

伊

藤

雅

敏

伊

藤

小 青 相

井 山 松

信 道 峯

夫 男 尚
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い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
拍
手
）

ーヽ

l̀
|i、ー
！
ー
ー
・

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

0
出
席
事
務
局
職
員

一
般
選
挙
後
最
初
の
議
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
長
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
地
方
自
治
法

第
百
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
年
長
の
議
員
が
臨
時
に
議
長
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

出
席
議
員
中
、
伊
藤
信
一
議
員
が
年
長
の
議
員
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）
着
席
〕

す
け
れ
ど
も
、
地
方
自
治
法
第
百
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
年
長
の
ゆ
え
を
も
っ
て
臨
時
に
議
長
の
職
務
を
行
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

0
議
会
事
務
局
長
（
川
合
一
郎
君
）

〇
欠
席
議
員
(
-
名
）

ご
紹
介
い
た
だ
か
な
く
て
も
、
ご
承
知
の
と
お
り
の
伊
藤
信
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。
僣
越
で
は
あ
り
ま

主 主

事 事

議

事

係

長

玉 鈴 山 板
午
前
十
時
一
分
開
会

田 木 ロ 崎

耕 晴 克

士 美 彦

議

事

課

長

大

之

丞

事

：

務

，

局

長

) | | 

合

郎

JI I 

村

幸

善

渡

辺

彦

山

本

勝

山

路

剛

山

口

孝

森

安

吉

森

真

寿

朗

毛

利

道

哉

水

野

幹

郎

水

和

子

益 前 堀

野 田

力

) | | 

辰

男

内

弘

士

堀

新

兵

衛

古

市

元
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0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

〔
私
語
す
る
者
あ
り
〕

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

0
小
林
博
次
君

小
林
博
次
君
゜

日
程
第
四
、
選
挙
第
一
号
四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

日
程
第
四

四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

こ。t
 

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

た
だ
い
ま
か
ら
、
昭
和
五
十
八
年
五
月
、
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

本
日
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
お
手
元
に
配
付
の
議
事
日
程
に
よ
り
と
り
進
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

議
席
は
、
会
議
規
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
た
だ
い
ま
着
席
の
と
お
り
指
定
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
二

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
永
田
正
巳
君
及
び
森
真
寿
朗
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

日
程
第
三

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
問
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

選
挙
第
一
号

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

〔
発
言
を
求
め
る
者
あ
り
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し

会
派
の
中
が
ま
だ
ま
と
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
休
憩
を
さ
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
第
三
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

会
期
の
決
定
に
つ
い
て

日
程
第
二
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
に
つ
い
て

日
程
第
一
、
議
席
の
指
定
を
行
い
ま
す
。

日
程
第

議
席
の
指
定
に
つ
い
て

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
四
十
二
名
で
あ
り
ま
す
。

午
後
三
時
四
十
九
分
再
開

午
後
三
時
五
十
分
休
憩

午
前
十
時
四
分
休
憩
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0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

こ
の
際
、
議
席
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
議
題
と
い
た
し

先
ほ
ど
、
佐
野
光
信
君
か
ら
発
言
の
あ
り
ま
し
た
件
に
つ
い
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
で
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
会

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

〔
「
議
事
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
l

君）

〔
佐
野
光
信
君
登
壇
〕

0
佐
野
光
信
君

佐
野
光
信
君
゜

改
選
後
初
め
て
の
大
事
な
議
会
で
あ
り
な
が
ら
、
本
日
十
時
に
開
会
し
、
今
議
会
の
付
議
事
件
に
つ
い
て
全
く
議
題
に
上
げ
る
こ
と

な
く
休
憩
を
続
け
、
い
た
ず
ら
に
時
間
を
空
費
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
代
表
者
会
議
が
開
か
れ
正
副
議
長
の
争
奪
を
め
ぐ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
駆
け
引
き
が
繰
り
返
え
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
代
表
者
会
議
そ
の
も
の
も
、
わ
が
党
議
員
団
一
二
人
を
議
会
内
で
会

派
と
認
め
ず
、
代
表
者
会
議
か
ら
も
排
除
し
、
全
く
議
会
制
民
主
主
義
を
じ
ゅ
う
り
ん
し
て
お
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
に
票
を
投
じ
た
選

挙
民
を
愚
弄
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

五
百
十
一
人
の
定
数
を
も
つ
衆
議
院
に
お
い
て
も
、
二
人
以
上
の
所
属
議
員
を
持
つ
院
内
団
体
を
会
派
と
し
て
認
め
て
お
り
ま
す
し
、

ま
た
、
津
や
伊
勢
の
例
を
見
て
も
そ
う
で
あ
り
、
三
人
の
わ
が
党
議
員
団
を
会
派
と
し
て
認
め
ず
代
表
者
会
議
か
ら
排
除
す
る
こ
と
は

全
く
不
当
な
こ
と
で
容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
即
刻
改
め
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

0
佐
野
光
信
君

午
後
九
時
五
十
三
分
再
開

午
後
五
時
三
十
五
分
休
憩

午
後
五
時
三
十
二
分
再
開

佐
野
君
、
愚
弄
と
い
う
そ
ん
な
言
葉
を
使
っ
た
ら
あ
か
ん
で
は
な
い
か
。

こ
の
ま
ま
時
間
を
延
長
し
て
夜
間
に
わ
た
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
深
夜
に
及
ぶ
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

夕
食
代
、
電
気
代
あ
る
い
は
職
員
の
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
な
ど
多
額
の
経
費
の
む
だ
遣
い
に
な
り
ま
す
。

直
ち
に
会
期
の
一
日
間
の
延
長
の
手
続
を
と
っ
た
後
、
散
会
し
て
明
日
午
前
十
時
か
ら
会
議
を
開
く
よ
う
に
し
て
、

会
期
日
程
中
に
す
べ
て
の
議
事
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
議
事
進
行
と
し
て
提
案
を
い
た
し
ま
す
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

た
だ
い
ま
の
発
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま

と
り
あ
え
ず
本
日
の
会
議
時
間
が
残
り
少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
際
、
本
日
の
会
議
時
間
は
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
を
延
長

期
を
延
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

す。 0
佐
野
光
信
君

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

佐
野
君
、
議
事
進
行
の
み
に
し
な
さ
い
。

議
事
進
行
に
つ
い
て
提
案
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

/ 
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本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
延
会
い
た
し
ま
す
。

次
回
は
、
明
日
午
前
十
時
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
本
日
は
こ
れ
を
も
っ
て
延
会
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
会
議
は
こ
の
程
度
に
と
ど
め
、
延
会
い
．
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
た
。
0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
会
期
は
五
月
十
三
日
ま
で
一
日
間
延
長
す
る
こ
と
に
決
し
ま

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
間
と
議
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
議
事
の
都
合
に
よ
り
会
期
を
五
月

十
三
日
ま
で
一
日
間
延
長
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

日
程
追
加

会
期
の
延
長
に
つ
い
て

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

よ
っ
て
、
こ
の
際
会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
＿
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
野
呂
平
和
君
の
議
席
を
、
た
だ
い
ま
ご
着
席
の
と
お
り
変
更
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
野
呂
平
和
君
の
議
席
を
た
だ
い
ま
ご
着
席
の
と
お
り
変
更
す

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
こ
の
際
、
会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
い
た
し
た

議
席
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

日
程
追
加

議
席
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
席
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
す

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

午
後
九
時
五
十
五
分
延
会
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昭
和
五
十
八
年
五
月
十
三
日

四
日
市
市
議
会
臨
時
会
会
議
録
（
第
二
号
）

-̀. 
I 

四

日

市

市

議

会



一
、
日
程
追
加
会
期
の
延
長
に
つ
い
て

一
、
日
程
追
加

発
議
第
三
号

四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

一
、
議
事
日
程
第
一
な
い
し
第
七

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

第

-
0
議
案
第
六

0
号

第

九

議
案
第
五
九
号

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第

八

議
案
第
五
八
号

説
明
：
質
疑
、

専
決
処
分
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
討
論
、
採
決

専
決
処
分
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

II

第

七

選

挙

第

六
号

四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

第

r. 

ノ‘

選
挙
第
五
号
北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

第

五

選

挙

第

四

号

U

一
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

第
四
選
挙
第
一
一
一
号

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

第

四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第 第

?） 

発
議
第

選
挙
第

四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

選
挙
第

昭
和
五
十
八
年
五
月
十
三
日
（
金
）

0
議

事

日

程

二
号
二
号
一
号

第
二
号

四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

午
前
十
時
開
議

// 
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r 

0
出
席
議
員

し

（
四
十
四
名
）

．．・
I 

堀堀古橋野野永中豊谷田高佐坂後後小

内 市本呂崎田村田口中木野口藤藤林

弘新元増平

兵

士衛

正信忠廣基 光正長寛博

蔵和洋巳夫正睦介勲信次六次次

小粉訓久喜川川金大大小伊伊小青相

多

林川覇保野村口森谷島川藤藤井山松

清 也博 幸洋 茂武四雅信道峯

隆茂男正等善二正生雄郎敏 夫男尚
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日
程
第

選
挙
第
一
号

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

こ
の
際
、
本
日
の
会
議
時
間
は
、
議
事
の
都
合
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
を
延
長
い
た
し
ま
す
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
議
事
に
つ
い
て
は
、

四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
四
十
三
名
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
よ
り
、
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

事

午
後
八
時
六
分
再
開

午
後
五
時
三
十
一
分
再
開

午
後
五
時
三
十
二
分
休
憩

午
前
十
時
二
分
休
憩

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

お
手
元
に
配
付
の
議
事
日
程
第
二
号
に
よ
り
と
り
進
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
時
一
分
開
議

主

鈴

木

隆

主

事

鈴

木

晴

美

議

事

係

長

山

口

克

彦

議

事

課

長

板

崎

大

之

丞

0
出
席
事
務
局
職
員

事

務

局

長

JI I 

合

郎

渡

辺

彦

山

本

勝

山

路

剛

山

口

孝

森

安

吉

森

真

寿

朗

毛

利

道

哉

水

野

幹

水 益
rヽ

即

野 田 J 11 

和 辰

郎 子 ヵ 男
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無
効
投
票

0
票

そ
の
う
ち

J

れ
は
、
先
ほ
ど
の
出
席
議
員
数
に
符
合
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

選
挙
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

〔開

票〕

い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

開
票
を
行
い
ま
す
。

投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

投
票
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

投
票
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔投

票〕

そ
れ
で
は
、
順
次
投
票
願
い
ま
す
。 投

票
用
紙
の
配
付
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

議
場
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

〔
議
場
閉
鎖
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

〔
投
票
用
紙
配
付
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

投
票
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

〔
投
票
箱
点
検
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

念
の
た
め
申
し
上
げ
ま
す
。
投
票
は
、
単
記
無
記
名
で
あ
り
ま
す
。
投
票
用
紙
に
被
選
挙
人
の
氏
名
を
一
名
記
入
願
い
ま
す
。

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

議
場
の
閉
鎖
を
解
き
ま
す
。

〔
議
場
開
鎖
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

会
議
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
会
人
に
後
藤
長
六
君
及
び
伊
藤
雅
敏
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。
両
君
の
立
ち
会

〔
立
会
人
登
壇
〕

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

投
票
総
数
四
十
三
票

有
効
投
票

有
効
投
票
中

四
十
三
票

後
藤
寛
次
君

二
十
四
票

配
付
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

異
状
な
し
と
認
め
ま
す
。

投
票
用
紙
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。 た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
四
十
三
名
で
あ
り
ま
す
。

日
程
第
一
、
選
挙
第
一
号
四
日
市
市
議
会
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。
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異
状
な
し
と
認
め
ま
す
。

配
付
濁
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
投
票
用
紙
の
配
付
瀬
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

投
票
用
紙
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
四
十
三
名
で
あ
り
ま
す
。

〔
議
場
閉
鎖
〕

日
程
第
二
、
選
挙
第
二
号
四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

選
挙
第
二
号
四
日
市
市
議
会
副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

〔
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）
退
席
、
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）
着
席
〕

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

と
お
問
い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
に
か
え
ま
す
。

て
、
誠
心
誠
意
、

に
対
し
ま
し
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
選
挙
の
法
定
得
票
数
は
十
一
票
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
後
藤
寛
次
君
が
四
日
市
市
議
会
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

〔
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）
議
場
中
央
に
進
む
〕
（
拍
手
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

長
時
間
熱
心
な
し
か
も
精
力
的
な
お
話
し
合
い
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

そ
う
し
て
、
選
挙
の
結
果
私
に
責
任
の
重
い
非
常
に
栄
巻
な
議
長
の
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
ず
も
っ
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
オ
で
、
私
よ
り
も
年
齢
的
に
も
諾
員
歴
か
ら
い
っ
て
も
先
輩
も
お
ら
れ
る
中
で
、
私
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と

こ
の
上
は
、

0
臨
時
議
長
（
伊
藤
信
一
君
）

日
程
第
二

四
日
市
市
政
発
展
の
た
め
、
ま
た
伝
統
あ
る
四
日
市
市
議
会
の
議
長
の
席
を
汚
さ
ぬ
よ
う
、
先
輩
の
跡
を
踏
ま
え
ま
し

一
生
懸
命
に
こ
の
道
に
励
む
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

議
場
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

〔
投
票
用
紙
配
付
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

投
票
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

〔
投
票
箱
点
検
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

以
上
で
臨
時
諾
長
の
既
務
は
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、
議
長
と
交
代
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

念
の
た
め
に
申
し
上
げ
ま
す
。
投
票
は
、
単
記
無
記
名
で
あ
り
ま
す
。
投
票
用
紙
に
被
選
挙
人
の
氏
名
を
一
名
記
入
願
い
ま
す
。

こ。t
 後

藤
寛
次
君
、
ご
あ
い
さ
つ
を
願
い
ま
す
。

小
井
道
夫
君

訓
覇
也
男
君

坂
口
正
次
君

三
票
七
票
九
票

い
ま
ま
で
以
上
に
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
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（
拍
手
）

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

〇
副
議
長
（
大
島
武
雄
君
）

〔
副
議
長
（
大
島
武
雄
君
）
議
場
中
央
に
進
む
〕
（
拍
手
）

大
島
武
雄
君
、
ご
あ
い
さ
つ
を
願
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
の
法
定
得
票
数
は
九
票
で
あ
り
ま
す
。

四
票

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

議
場
の
閉
鎖
を
解
き
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

会
議
規
則
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
会
人
に
古
市
元
一
君
及
び
渡
辺
一
彦
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。
両
君
の
立
ち
会
い

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

投
票
総
数

有
効
投
票

無
効
投
票

四
十
三
票

有
効
投
票
中

―
―
―
十
四
票

大
島
武
雄
君

佐
野
光
信
君

三
十
票

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
大
島
武
雄
君
が
四
日
市
市
議
会
副
議
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

た
だ
い
ま
は
浅
学
非
オ
の
私
を
副
議
長
と
い
う
要
職
に
お
選
び
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が

今
後
議
長
の
も
と
で
、
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
大
過
な
く
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

九
票

そ
の
う
ち

J

れ
は
、
先
ほ
ど
の
出
席
議
員
数
に
符
合
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

選
挙
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

〔開

票〕

〔
立
会
人
登
壇
〕

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

開
票
を
行
い
ま
す
。

〔
議
場
開
鎖
〕

投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

〔投

票〕

投
票
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

投
票
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
で
は
、
順
次
投
票
を
願
い
ま
す
。

午
後
八
時
三
十
一
分
休
憩
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以
上
の
十
一
人
を
産
業
公
営
企
業
委
員
会
委
員
に
、

以
上
の
十
一
人
を
建
設
委
員
会
委
員
に
、
そ
れ
ぞ
れ
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
以
上
の
諸
君
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常

任
委
員
会
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
各
常
任
委
員
会
は
、
正
副
委
員
長
互
選
の
た
め
委
員
会
を
開
会
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
委
員
会
は
第
一
委
員
会
室
、
教
育
民
生
委
員
会
は
第
二
委
員
会
室
、
産
業
公
営
企
業
委
員
会
は
第
三
委
員
会
室
、
建
設
委
員
会

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

こ
の
際
、
各
常
任
委
員
会
に
お
け
る
正
副
委
員
長
の
互
選
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

は
第
四
委
員
会
室
と
い
た
し
ま
す
。

堀

新

兵

衛

君

森

真

寿

朗

君

山
口

孝
君

野

呂

平

和

君

午
後
十
時
十
七
分
休
憩

午
後
十
一
時
二
十
四
分
再
開

喜

多

野

等

君

中

村

信

夫

君

永

田

正

巳

君

小

井

道

夫

君

大

島

武

雄

君

大

谷

茂

生

君

11
ロ
,＇’/ 

洋
二
君

森

安

吉

君

山

路

剛

君

山

本

勝

君

高

木

勲

君

谷

口

廣

睦

君

堀

内

弘

士

君

水

野

幹

郎

君

相

松

尚

君

久

保

博

正

君

粉

川

茂

君

後

藤

長

六

君

以
上
の
十
一
人
を
教
育
民
生
委
員
会
委
員
に
、

野

崎

洋

君

水

野

和

子

君

毛

利

道

哉

君

訓

覇

也

男

君

小

林

清

隆

君

坂

口

正

次

君

豊

田

忠

正

君

伊

藤

信

一

君

伊

藤

雅

敏

君

小

川

四

郎

君

川

村

幸

善

君

以
上
の
十
一
人
を
総
務
委
員
会
委
員
に
、

益
田

力
君

渡
辺

一
彦
君

後

藤

寛

次

田

中

基

介

君

橋

本

増

蔵

君

古

市

元

一

君

前

川

辰

男

君

青

山

峯

男

君

金

森

正

君

小

林

博

次

君

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
委
員
会
条
例
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

日
程
第
三

発
議
第
二
号

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

佐

野

光

信

君 午
後
十
時
十
四
分
再
開

日
程
第
三
、
発
議
第
二
号
四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

四
日
市
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。
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日
程
第
五

二
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
つ
い
て

川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
委
員
長

産
業
公
営
企
業
委
員
会
委
員
長

建
設
委
員
会
委
員
長

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

選
挙
第
三
号

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

渡
辺
一
彦
君

坂
口
正
次
君

堀
内
弘
士
君

佐
野
光
信
君

伊
藤
雅
敏
君

永
田
正
巳
君

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

日
程
第
四
、
選
挙
第
三
号
四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
七
人
の
選
挙
を
行
い

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
諸
君
を
四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
の
当
選

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
七
人
の
諸
君
が
四
日
市
、
菰
野
、

選
挙
第
四
号日

程
第
五
、
選
挙
第
四
号
三
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
五
人
の
補
欠
選
挙
を
行
い
ま
す
。

人
と
定
め
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

田

中

基

介

君

橋

本

増

蔵

君

古

市

元

一

君

青

山

峯

男

君

金

森

正

君

小

林

博

次

君

佐

野

光

信

君

四
日
市
、
菰
野
、
川
越
、
朝
日
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員
に
、

長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
す
。 日

程
第
四

水

野

幹

郎

君

毛

利

道

哉

君

森

安

吉

君

永

田

正

巳

君

古

市

元

一

君

堀

新

兵

衛

君

委

員

伊

藤

雅

敏

君

小

川

四

郎

君

坂

口

正

次

君

前

川

辰

男

君

高

木

勲

君

委

員

長

川

口

洋

二

君

副

委

員

長

田

中

基

介

君

こ
の
際
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
氏
名
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

森

真

寿

朗

君

副
委
員
長
水
野
幹
郎
君

教
育
民
生
委
員
会
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長
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日
程
第
七
選
挙
第
六
号
四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

山

本

勝

君

後

藤

長

六

君

高

木

勲

君

北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
に
、

長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
諸
君
を
、
三
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
の
当
選
人
と
定
め
る
こ

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
五
人
の
諸
君
が
三
洒
伝
染
病
隔
離

病
舎
組
合
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

日
程
第
六
、
選
挙
第
五
号
北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
五
人
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議
長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
い
た
し

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と
と
し
、
指
名
の
方
法
は
議

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
諸
君
を
、
北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
の
当
選
人
と
定
め
る

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
五
人
の
諸
君
が
、
北
勢
公
設
地
方

卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

日
程
第
七
、
選
挙
第
六
号
四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
議
員
四
人
の
選
挙
を
行
い
ま
す
。

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

日
程
第
六

選
挙
第
五
号

北
勢
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

を
指
名
い
た
し
ま
す
。

古

市

元

一

君

金

森

正

君

小

林

博

次

君

二
洒
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議
員
に
、

長
に
お
い
て
指
名
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

水

野

幹

郎

君

田

中

基

介

君

森

安

吉

君

橋

本

増

蔵

君
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堀
ー
新
兵
衛
君
十
票

森

安

吉

君

十

票 0
票

有
効
投
票

そ
の
う
ち

こ
れ
は
先
ほ
ど
の
出
席
議
員
数
に
符
合
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

選
挙
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

両
君
の
立
ち
会
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
場
の
閉
鎖
を
命
じ
ま
す
。

〔
議
場
閉
鎖
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

〔
投
票
用
紙
配
付
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

投
票
箱
を
改
め
さ
せ
ま
す
。

〔
投
票
箱
点
検
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

念
の
た
め
申
し
上
げ
ま
す
。
投
票
は
、
単
記
無
記
名
で
あ
り
ま
す
。
投
票
用
紙
に
被
選
挙
人
の
氏
名
を
一
名
記
入
願
い
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

議
場
の
閉
鎖
を
解
き
ま
す
。

〔
議
場
開
鎖
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

会
議
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
立
会
人
に
高
木
煎
君
及
び
田
中
基
介
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

〔
立
会
人
登
壇
〕

〔
開
，
票
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

投
票
総
数
四
十
三
票

無
効
投
票

有
効
投
票
中

四
十
三
票

開
票
を
行
い
ま
す
。

投
票
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

投
票
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

投
票
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔投

票〕

そ
れ
で
は
、
順
次
投
票
を
願
い
ま
す
。

配
付
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

異
状
な
し
と
認
め
ま
す
。

投
票
用
紙
の
配
付
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

投
票
用
紙
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
四
十
三
名
で
あ
り
ま
す
。
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以
上
の
十
三
人
を
公
災
害
対
策
特
別
委
員
会
委
員
に
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

会
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

、。

ん
カ

こ。t
 

山
口

孝
君

谷

口

廣

睦

君

，
ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
い
た
し
ま
し
た
諸
君
を
、
公
災
害
対
策
特
別
委
員

豊

田

忠

正

君

永

田

正

巳

君

久

保

博

正

君

粉

川

・

茂

君

小

林

清

隆

君

相

松

尚

君

小

井

道

夫

君

伊

藤

雅

敏

君

定
に
よ
り
、

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

三
票

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

前

川

辰

男

君

田

中

基

介

君

小

川

四

郎

君

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
こ
の
際
、
発
議
第
三
号
四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
を
日
程

に
追
加
し
、
議
題
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
際
本
件
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し

発
議
第
三
号
四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

ぉ
ほ
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
市
議
会
に
、
公
災
害
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
及
び
魚
さ
い
問
題
処
理
に
関
す
る
公
災
害
対
策
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
そ
の
構
成
は
十
三
人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
特
別
委
員
会
は
議
会
の
閉
会
中
も
付
託
事
件
に

つ
い
て
活
動
が
で
き
る
も
の
と
し
、
目
的
が
終
了
す
る
ま
で
存
続
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
さ
よ
う
決
し
ま
し
た
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
設
置
さ
れ
ま
し
た
特
別
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
会
条
例
第
六
条
の
規

日
程
追
加

発
議
第
三
号

四
日
市
市
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

が
四
日
市
港
管
理
組
合
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

森

安

吉

君

よ
っ
て
、

佐

野

光

信

君

水

野

幹

郎

君

十

票

古

市

元

一

君

十

票

堀

新

兵

衛

君

こ
の
選
挙
の
法
定
得
票
数
は
、
三
票
で
あ
り
ま
す
。

古

市

元

一

君

水

野

幹

郎

君
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本
日
は
こ
れ
を
も
っ
て
延
会
い
た
し
ま
す
。

次
回
は
、

五
月
十
四
日
午
前
零
時
十
五
分
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

お
ば
か
り
い
た
し
ま
す
。
本
日
の
会
議
は
こ
の
程
度
に
と
ど
め
、
延
会
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

日
程
追
加

会
期
の
延
長
に
つ
い
て

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
こ
の
際
、
会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
い
た
し
た
い
と

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
際
会
期
の
延
長
に
つ
い
て
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
す
る

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
臨
時
会
の
会
期
は
本
日
ま
で
と
議
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
議
事
の
都
合
に
よ
り
、
会
期
を
五
月
十

四
日
ま
で
一
日
間
延
長
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

よ
っ
て
、
会
期
は
五
月
十
四
日
ま
で
一
日
間
延
長
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
本
日
は
こ
れ
を
も
っ
て
延
会
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

午
後
十
一
時
四
十
三
分
延
会
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昭
和
五
十
八
年
五
月
十
四

H

四

H
市
市
議
会
臨
時
会
会
議
録
（
第
三
号
）

＇、

，
 

'

,

．

 

9

9

,

 

四

日

市

市

議

会



一
、
議
事
日
程
の
と
お
り

0
出
席
議
員
（
四
十
二
名
）

0
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

第 第 第

議
案
第
六

0
号

議
案
第
五
九
号

議
案
第
五
八
号

0
議

事

日

程

第
三
号

昭
和
五
十
八
年
五
月
十
四
日
（
土
）

午
前
零
時
十
五
分
開
議

大 lJ ヽ 伊 伊 lJ ヽ 青 相

島 JII 藤

武 四 雅

雄 郎 敏

藤

信

井

道

山 松

峯

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

夫 男 尚
” 

説
明
：
質
疑
、

専
決
処
分
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
討
論
、
採
決

専
決
処
分
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

II
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山 山、山森森毛水水益前堀堀古橋野野永 中豊谷田高佐後後小小粉訓久喜川金大

多

本路口， 利野野田川内 市本呂崎田 村田 ロ中木野藤藤林林川覇保野口森谷

安真道幹和 辰弘新元増平 正 信忠廣基 光長寛博清 也博 洋 茂
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勝剛孝吉朗哉郎子力男士衛 蔵和洋巳 夫正睦介勲信六次次隆茂男正等二正生
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い
て
の
二
件
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

こ
れ
よ
り
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。

本
日
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
お
手
元
に
配
付
の
議
事
日
程
第
三
号
に
よ
り
と
り
進
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
議
事
説
明
の
た
め
に
市
長
初
め
七
名
の
出
席
を
要
求
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

こ
の
際
、
公
災
害
対
策
特
別
委
員
会
に
お
け
る
正
副
委
員
長
の
互
選
の
結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

日
程
第
二

議
案
第
五
八
号

議
案
第
五
九
号

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

日
程
第
一
、
議
案
第
五
十
八
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
及
び
日
程
第
二
、
議
案
第
五
十
九
号
専
決
処
分
に
つ

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

専
決
処
分
に
つ
い
て

日
程
第

専
決
処
分
に
つ
い
て
、
及
び

委

員

長

山

口

孝

君

副
委
員
長
前
川
辰
男
君

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
、
四
十
二
名
で
あ
り
ま
す
。 主

事

主

事

議

事

係

長

議

事

課

長

事

務

局

長

財

政

部

長

総

務

部

長

鈴 鈴 山 板 J 11 

0
出
席
事
務
局
職
員

阿 藪
午
前
零
時
十
六
分
開
議

木 木 ロ 崎 合 南 田

睛 克 大

之

丞

輝

隆 美 彦 郎 彦 裕

0
出
席
議
事
説
明
者

〇
欠
席
議
員
（
二
名
）

市

長

収 助 助 市

公 入

室

長
役 役 役 長

片

岡

平

井

坂

倉 輪

加 坂 JI I 渡

藤 ロ 村 辺

清 哲 喜 寛 正 幸

男

代

司
嗣 次 善 彦

-41 - -40-



市
税
条
例
十
八
条
一
項
二
号
の
表
の
改
正
に
よ
る
五
十
八
年
度
市
税
の
増
収
額
の
見
込
額
は
ど
の
よ
う
に
立
て
て
お
み
え
に
な
る
か

二
点
目
は
、
今
回
の
法
改
正
に
よ
る
制
限
税
率
を
資
本
金
一
億
円
を
超
え
る
法
人
に
対
し
て
適
用
し
た
場
合
、
そ
の
制
限
税
率
適
用

分
の
増
収
額
の
見
込
額
は
ど
の
よ
う
に
立
て
て
み
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
百
二
十
条
の
十
第
一
項
に
三
号
の
追
加
を
行
う
と
い
う
関
係
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
特
別
の
事
由
と
は
ど
ん
な
場
合

を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
か
、
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

財
政
部
長
。

〔
財
政
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）
登
壇
〕

〇
財
政
部
長
（
阿
南
輝
彦
君
）

こ
の
法
人
市
民
税
の
均
等
割
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て
、
お
お
む
ね
一
億
一
千
万
円
ぐ
ら
い
の
増
収
に

な
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
第
二
点
の
、
た
だ
い
ま
の
資
本
金
一
億
円
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
制
限
税
率
を
い
っ
。
は
い
ま
で
持
っ
て
い
っ
た
場
合
ど

う
な
る
か
と
い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
ど
も
、
先
ほ
ど
お
答
え
し
た
よ
う
な
標
準
税
率
を
も
っ
て
五
十
八
年
度
の
見
込
み
を

立
て
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
不
均
一
な
形
で
の
想
定
は
し
て
い
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
仮
に
い

ま
の
ご
指
摘
の
点
を
試
算
す
る
と
す
れ
ば
、
法
人
数
の
変
動
等
も
あ
り
ま
す
が
、
数
千
万
円
ぐ
ら
い
に
な
る
の
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

と
い
う
こ
と
が
一
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
小
井
道
夫
君
議
案
第
五
十
九
号
に
関
し
ま
し
て
財
政
部
長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
゜

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

提
案
理
由
の
説
明
は
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

債
の
変
更
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

所
要
の
補
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
五
十
八
号
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
四
号
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
し
て
、
年
度
末
に
至
り
農

業
土
木
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
金
の
増
額
決
定
と
、
田
園
都
市
中
核
施
設
整
備
事
業
等
の
起
債
の
最
終
決
定
を
み
ま
し
た
の
で
、

歳
入
に
お
き
ま
し
て
は
、
農
業
土
木
災
害
の
激
甚
指
定
に
伴
う
補
助
率
の
か
さ
上
げ
措
置
に
よ
る
補
助
金
の
増
額
と
、
関
連
す
る
地

元
負
担
金
、
立
替
金
及
び
市
債
を
減
額
し
、
ま
た
地
方
改
善
施
設
整
備
費
補
助
金
の
増
額
と
市
債
の
減
額
そ
の
他
の
事
業
に
係
る
市
債

を
減
額
補
正
し
、
特
別
交
付
税
の
増
収
に
伴
う
地
方
交
付
税
を
追
加
し
て
予
算
の
組
み
か
え
補
正
を
行
う
と
と
も
に
、
関
連
す
る
地
方

議
案
第
五
十
九
号
は
、
去
る
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
法
人
市
民
税
の
課
税
区
分
の
変
更

及
び
税
率
の
引
き
上
げ
、
区
分
所
有
に
係
る
建
物
の
敷
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
方
法
の
変
更
な
ど
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
、
急
施
を
要
す
る
た
め
や
む
を
得
ず
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
各
議
案
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
ご
審
議
い
た
だ
き
、
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
質
疑
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
許
し
ま
す
。

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
各
議
案
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
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お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
将
来
企
業
誘
致
上
の
特
別
優
遇
減
免
に
も
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
。
改
め
て
伺
っ
て

そ
れ
か
ら
＼
特
別
土
地
保
有
税
の
関
係
で
す
が
、

こ
の
特
別
事
由
と
い
う
の
は
、

い
ま
具
体
的
に
は
想
定
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

う
問
題
は
均
等
割
に
つ
い
て
も
き
っ
。
は
り
と
断
念
を
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、

こ
の
辺
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

適
用
を
英
断
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
ん
で
す
が
、

こ
う
い
う
点
に
つ
い
て
市
長
の
お
考
え
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

,
'
今
回
の
よ
う
な
地
方
税
法
上
の
税
率
改
正
の
機
会
に
こ
そ
、
資
本
金
一
億
円
以
上
の
大
企
業
に
対
す
る
均
等
割
に
つ
い
て
制
限
税
率

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
小
井
道
夫
君
，
い
先
ほ
ど
の
ご
答
弁
で
、
制
限
税
率
を
資
本
金
一
億
円
を
超
え
る
法
人
に
対
し
て
適
用
し
た
場
合
と
申
し
上
げ
て
、
数

千
万
円
と
い
う
お
答
え
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
が
試
算
し
て
み
ま
す
と
、
約
五
千
万
円
ほ
ど
く
ら
い
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
ず
。
年
間
約
五
千
万
円
と
い
う
額
は
、
財
政
難
と
言
わ
れ
る
今
日
の
市
財
政
に
あ
っ
て
は
き
わ
め
て
重
み
の
あ
る
新
財

源
と
な
り
得
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。
五
千
万
円
と
い
う
年
間
の
増
収
分
が
仮
に
あ
る
と
す
る
と
、
市
財
政
の
中
で
ど

う
い
う
重
み
を
持
つ
か
＼
，
＇
こ
の
点
に
つ
い
て
市
長
は
ど
う
お
考
え
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。

も
な
み
に
、
単
年
度
五
千
三
百
万
円
の
税
収
が
あ
れ
ば
、
年
問
少
な
く
と
も
一
億
五
千
万
か
ら
二
億
円
の
市
民
の
た
め
の
事
業
が
で

こ
う
し
た
有
力
な
新
財
源
と
な
る
法
人
市
民
税
の
大
企
業
法
人
に
対
し
て
の
不
均
一
制
限
税
率
課
税
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も

も
ま
た
五
十
七
年
六
月
で
し
た
か
、
川
口
議
員
か
ら
も
提
起
さ
れ
ま
し
て
、
も
う
し
ば
ら
く
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
こ

そ
の
理
由
と
い
た
し
ま
し
て
、
四
日
市
に
あ
る
大
規
模
企
業
の
大
半
が
不
況
に
立
っ
て
お
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
ら
れ
た
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
そ
の
ほ
か
に
も
理
由
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
結
局
実
施
を
た
め
ら
っ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
し

か
し
、
今
回
法
改
正
さ
れ
た
均
等
割
に
限
っ
て
見
た
場
合
に
、
税
率
の
引
き
上
げ
は
全
体
と
し
て
二
倍
程
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
．
概
し
て
中
小
企
業
ほ
ど
上
げ
幅
が
大
き
く
、
資
本
金
五
十
億
円
を
超
え
、
従
業
員
百
人
を
超
え
る
場
合
は
一
・
五
倍
程
度
で
す
。

資
本
金
十
億
円
を
超
え
、
i
1

従
業
員
百
人
を
超
え
る
場
合
は
一
・
七
五
倍
の
引
き
上
げ
で
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
大
企
業
に
制

限
税
率
を
適
用
し
て
も
な
お
そ
れ
ぞ
れ
一
，
．
七
五
倍
と
ニ
・
五
倍
、
金
額
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
三
十
万
円
の
引
き
上
げ
に
す
ぎ
な
い
わ
け

で
す
。
資
本
金
一
9

億
円
を
超
え
る
法
人
全
体
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
法
人
に
制
限
税
率
を
適
用
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
引

き
上
げ
額
は
四
万
円
か
ら
最
高
三
十
万
円
で
し
か
な
い
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
資
本
金
五
十
億
円
を
超
え
る
法
人
、
あ
る
い
は
十
億
円
を

超
え
る
法
人
、
あ
る
い
は
一
億
円
を
超
え
る
法
人
で
均
等
割
制
限
税
率
適
用
に
よ
る
あ
と
四
万
円
か
ら
一
デ
一
十
万
円
の
負
担
を
願
う
こ
と

に
よ
っ
て
市
全
体
は
年
間
約
五
千
万
円
ほ
ど
の
増
収
と
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
果
し
て
こ
れ
ら
大
企
業
に
と
っ
て
い
か

に
経
営
が
厳
し
い
と
は
い
え
、
あ
と
四
万
円
な
い
し
三
十
万
円
の
負
担
が
絶
対
に
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

，
そ
れ
と
も
、
こ
の
今
回
の
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
る
均
等
割
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
も
う
制
限
税
率
適
用
と
い

ら
れ
ま
し
た
。

き
る
と
思
う
わ
け
で
す
が
＼
こ
う
い
う
点
も
含
め
て
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
゜

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Cl

そ
れ
か
ら
三
点
目
の
特
別
な
事
由
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
何
ら
か
の
想
定
を
し
て
、
こ
の
よ
う
な
追
加
項
目
を
設
け

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
地
方
税
法
の
改
正
あ
る
い
は
準
則
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
の
よ
う
な
指
導
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
将
来
何
か
こ
れ
に
該
当
す
る
よ
う
な
事
由
が
発
生
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
何
ら
特
定
の
目
標
を
持
っ
た
挿
入

-45 - -144 -



で
す
。
こ
こ
を
お
尋
ね
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

に
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
そ
の
と
き
に
、
私
の
考
え
方
と
し
て
、
今
日
の
社
会
経
済
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
い
ま
こ
れ
を
制
限
税
率

い
っ
ば
い
ま
で
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
受
け
取
り
側
の
打
撃
が
少
し
大
き
過
ぎ
る
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
こ
う
い

う
よ
う
な
答
弁
を
し
た
よ
う
に
記
憶
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
、

や
れ
ば
、

意
味
で
、

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。
去
る
三
月
議
会
で
も
一
般
質
問
の
中
で
た
し
か
ご
議
論
が
あ
っ
た
と
い
う
ふ
う

い
ま
手
元
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
お
答
え

し
た
と
記
憶
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
に
当
た
り
ま
し
て
、
さ
て
い
ま
の
時
期
で
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
一
応
私

ま
ず
、
増
税
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
今
日
か
な
り
議
論
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
確
か
に
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
一

億
円
以
上
の
企
業
の
均
等
割
の
制
限
税
率
い
っ
ぱ
い
ま
で
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
と
っ

て
の
―
つ
の
単
位
と
い
う
も
の
は
、
私
は
そ
ん
な
に
大
き
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
全
体
を
ま
と
め
れ
ば
、

先
ほ
ど
お
話
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
約
五
千
万
円
く
ら
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
こ
の
お
金
の
使
い
方
を
う
ま
く

い
ま
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
国
の
補
助
金
、
補
助
裏
あ
る
い
は
起
債
等
と
合
わ
せ
て
考
え
ま
す
と
、
三
倍
く
ら
い
は
使
え
る
と

い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
四
日
市
の
財
政
に
と
っ
て
今
日
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
も
ひ
と
つ
考
慮
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
今
日
こ
う
い
う
よ
う
な
制
限
税
率
い
っ
ぱ
い
ま
で
持
っ
て
い
く
、
あ
る
い
は
制
限
税
率
ま
で
持
っ
て
い
か
な
く
て
も
、
そ
の

中
間
で
標
準
税
率
と
制
限
税
率
と
の
中
間
を
と
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
方
式
も
や
れ
な
い
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
た

い
ろ
い
ろ
私
も
そ
れ
な
り
に
考
え
て
み
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
日
の
状
況
で
は
な
お
も
う
少
し
時
期
を
待
ち
た
い
と

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
経
済
情
勢
は
三
月
の
時
点
と
今
日
の
時
点
と
そ
う
大
き
く
変
わ
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
申
し
上
げ
る
の

は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
全
体
の
各
都
市
の
傾
向
を
な
が
め
て
み
ま
す
と
、
ま
だ
標
準
税
率
の
と
こ
ろ
の
方
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
愛
知
県
、
三
重
県
等
を
と
り
ま
す
と
、
中
間
税
率
の
と
こ
ろ
は
三
重
県
で
は
鈴
鹿
、
そ
れ
か
ら
四
日

市
、
制
限
税
率
ま
で
持
っ
て
い
っ
て
お
る
と
こ
ろ
は
尾
鷲
と
上
野
市
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
他
は
全
部
標
準
税
率
で
い
っ
て
お
り
ま

す
。
企
業
誘
致
等
を
考
え
る
場
合
に
、
今
日
の
時
点
で
ま
だ
も
う
少
し
時
期
を
見
た
方
が
い
い
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
と
こ

土
地
保
有
税
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
う
い
う
企
業
誘
致
の
た
め
の
減
免
と
い
う
こ
と
は
、
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
私
は
考
え
る
つ
も
り
は
毛
頭
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

端
的
に
申
し
上
げ
て
、
個
々
の
企
業
が
あ
と
四
万
円
な
い
し
最
高
で
も
三
十
万
円
の
負
担
を
す
る
と
い
う
点
が
実
際

に
無
理
か
ど
う
か
。
四
日
市
の
法
人
市
民
と
し
て
の
責
務
も
果
た
し
て
も
ら
う
と
い
う
意
味
で
、

値
上
げ
し
て
い
ま
す
が
、
法
人
に
だ
け
そ
う
い
う
配
慮
は
、
特
に
四
万
円
か
ら
最
高
で
も
三
十
万
円
を
余
分
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

そ
ん
な
に
配
慮
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
か
ど
う
か
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
非
常
に
市
長
の
政
治
姿
勢
な
り
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
う
ん

0
小
井
道
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
゜

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
私
な
り
に
考
え
て
み
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。

一
方
で
市
民
に
は
ど
ん
ど
ん
料
金
を
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今
回
の
市
税
条
例
の
一
部
改
正
の
も
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
地
方
税
法
の
一
部
改
正
は
、
自
民
党
の
賛
成
だ
け
で
成
立
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
わ
が
党
は
、
こ
の
改
正
が
個
人
住
民
税
減
税
三
年
連
続
見
送
り
を
し
て
い
る
こ
と
、
二
倍
程
度
引
き
上
げ
ら
れ

た
法
人
市
民
税
の
均
等
割
に
つ
い
て
中
小
企
業
ほ
ど
上
げ
幅
が
重
い
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
回
の
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
市
長
の
専
決
処
分
に
は
、
私
ど
も
は
次
の
理
由
を
加
え
て
反
対
す
る
も
の
で
あ

―
つ
、
法
人
市
民
税
均
等
割
税
率
改
正
の
機
会
に
、
か
ね
て
わ
れ
わ
れ
が
主
張
し
て
き
ま
し
た
資
本
金
一
億
円
以
上
の
大
規
模
法
人

に
制
限
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
間
約
五
千
万
円
も
の
増
収
が
得
ら
れ
、
財
政
難
と
言
わ
れ
る
中
で
の
市
財
政
に
と
っ
て
き

わ
め
て
重
み
の
あ
る
財
源
た
り
得
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と
。

二
番
目
は
、
特
別
土
地
保
有
税
の
減
免
規
定
に
特
別
の
事
由
が
あ
る
も
の
を
加
え
た
こ
と
は
、
特
定
の
企
業
に
特
別
優
遇
措
置
を
講

ず
る
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
危
険
が
あ
る
こ
と
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。

ま
ず
、
議
案
第
五
十
九
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

日
程
第
一
―
―

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

日
程
第
三
、
議
案
第
六
十
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

本
件
は
、
中
村
信
夫
君
及
び
山
路
剛
君
の
一
身
上
に
関
す
る
事
件
で
あ
り
ま
す
の
で
、
地
方
自
治
法
第
百
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
両

議
案
第
六

0
号
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

本
件
は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
に
、
議
案
第
五
十
八
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

本
件
は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

こ
れ
を
も
っ
て
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

り
ま
す
。

0
小
井
道
夫
君
議
案
第
五
十
九
号
に
つ
い
て
の
反
対
意
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
゜

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
言
を
許
し
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

私
は
、
金
額
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
税
金
を
よ
そ
よ
り

高
く
す
る
と
い
う
こ
と
の
受
け
取
り
方
の
問
題
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）
こ
れ
を
も
っ
て
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

市
長
。

~
＇
，
ヽ
·

-49 - • -48 -



0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

本
件
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。

〔
賛
成
者
起
立
〕

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
件
は
、
こ
れ
に
同
意
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
本
件
を
起
立
に
よ
り
採
決
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

他
に
ご
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。

〔
「
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

市
長
は
、
議
会
の
意
向
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
会
議
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
さ

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

他
に
ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）
休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
そ
う
い
う
市
長
の
ご
説
明
で
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

れ
て
、
そ
の
帰
趨
が
決
せ
ら
れ
た
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

0
小
井
道
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
゜

を
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
小
井
道
夫
君

〔
小
井
道
夫
君
登
壇
〕

小
井
道
夫
君
゜

ご
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
発
言
願
い
ま
す
。

提
案
理
由
は
、
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

君
の
退
席
を
求
め
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

午
前
一
時
四
十
四
分
再
開

午
前
零
時
四
十
二
分
休
憩

た
だ
い
ま
ご
上
程
の
議
案
第
六
十
号
は
、
議
会
の
議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員
と
し
て
、
中
村

信
夫
氏
、
山
路
剛
氏
を
選
任
い
た
し
た
い
と
存
じ
、
ご
同
意
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

今
議
会
の
こ
れ
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な
経
過
の
中
で
、
私
個
人
的
な
問
題
に
わ
た
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
監
査
委
員
を
希

望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
正
式
に
議
会
と
し
て
の
選
択
を
し
な
い
中
で
市
長
が
あ
え
て
二
人
に
し
ぼ
っ
て
提
案

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

〔
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
加
藤
寛
嗣
君
）

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

市
長
。
“
'

私
は
、
議
会
の
ご
意
向
を
受
け
て
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

市
長
。 〔
中
村
信
夫
君
、
．
山
路
剛
君
退
席
〕
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十
八
年
五
月
、
四
日
市
市
議
会
臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
後
藤
寛
次
君
）

署

名

議

員

署

名

議

員

右
、
地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
署
名
す
る
。

四
日
市
市
議
会
臨
時
議
長

四

日

市

市

議

会

議

長

森 永

田

真

寿

朗

正

巳

後

藤

寛

次

伊

藤

信

午
前
一
時
四
十
六
分
閉
会

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
今
期
臨
時
会
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
議
を
閉
じ
、
昭
和
五
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